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	１　認定制度について
	厚生労働省では、平成１９年度から、従業員の仕事と子育ての両立支援に積極的に取り組み、「一般事業主行動計画」を策定・実行し、①計画に定めた目標を達成、②男性の育児休業等取得者がいることなどの基準（別添資料２）を満たした企業に対して、次世代育成支援対策推進法の認定マーク「くるみん」を付与しています。
	認定を受けた企業は、「くるみん」マークを商品や広告、求人広告などにつけて子育てサポート企業であることをアピールできます。税制優遇措置も利用できます（別添資料３）。
	県内の認定企業では、ホームページでの紹介、名刺等に活用されており、企業イメージの向上、従業員のモラールアップや、それに伴う生産性の向上、優秀な人材の確保などにつながることが期待され、学生の企業選びの基準としても活用されています。
	全国の認定企業数は、平成２７年６月末現在で２，２０６社となりました。山梨労働局においても、より多くの企業が認定を目指して取り組んでいただけるよう、広く周知を行い、個別相談にも積極的に対応しておりますので、ご相談ください。

